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E-mail：info@shinkomonji-hp.jp
http://www.shinkomonji-hp.jp

NPO法人列島会
創造館クリエイティブハウス 印刷事業部

検 索新 小 文 字 病 院

内　科 消化器内科 消化器外科 内分泌・糖尿病内科
循環器内科 呼吸器内科 外　　　科 呼吸器外科
整 形 外 科 リウマチ科 形 成 外 科 皮　膚　科
泌 尿 器 科 放 射 線 科 脳神経外科 脊髄脊椎外科
救　急　科 病理診断科 リハビリテーション科 麻　酔　科

至門司港

新小文字病院
ウエスト

門司駅

北九州都市高速 4号線

トライアル

大里IC

手向山

大里戸ノ上

大里本町三丁目

戸ノ上一丁目

西鉄バス 新小文字病院前バス停で下車すぐ

門　司
郵便局

至小倉 JR鹿児島本線

199

3

駐車場のご案内交通アクセス
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Desig
n

松原二丁目

学問的に、技術的に高い水準の医療を
提供します。そのために必要な施設・
設備の整備拡充に努めます。

高
度
医
療

患者と医療情報を共有し、急性期治療から早期リ
ハビリ、在宅医療まで一貫した、患者のニーズに沿っ
た安全で安心できるチーム医療を提供します。

総
合
医
療

地域の医療・福祉施設と密接な連携を図り、い
つでも誰でも安心して利用できる、救急医療に
重点を置いた地域医療の中核病院を目指します。

地
域
医
療

1. 平等な治療を受ける権利があります。
患者は、その社会的経済的地位、国籍、人種、宗教、年齢、病気の種類によっ
て差別されずに、平等な治療を受ける権利を持っています。

2. 治療を自己決定できる権利があります。
患者は、医師による明確でわかりやすい言葉で十分な説明を受けた後で、治療
を受ける権利、あるいは治療を受けることを拒む権利があります。

3. 情報を知る権利と情報を提供する責務があります。
患者は、医師による診断・治療、または変わり得る治療方法・予後、今後予測さ
れる問題に関して知る権利を持っています。患者は、自身の症状や健康に関す
る正確な情報を提供し、治療に積極的に参加する責務があります。

4. セカンドオピニオンを受ける権利と
プライバシーが守られる権利があります。
患者は、自分の医療内容に対して、医師と共同して選択する権利、他の医師か

らの意見・相談を得る権利、いかなる場合であっても人格的に扱われ、患者自
身の診療に関する全てのプライバシーに関して、万全の配慮を受ける権利を
持っています。

5. 相談する権利があります。
患者は、十分な情報を得、利用可能な財政的支援について相談する権利を持っ
ています。

6. 良質な医療を速やかに受ける権利があります。
患者は、効果的医療行為を速やかに行われることを要求する権利、継続的に
支持、検討された質の高い医療を受ける権利を持っています。

7. 病院秩序を守る責務があります。
患者は、全ての患者が安全で良質な医療を受けられるように配慮して頂くとと
もに、職員が適切な医療を行うことを妨げないよう協力する責務があります。
また、医療費を適正に支払う責務があります。

患者の権利と責務

基本方針
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新小文字病院「２０２１年 施設参加型研修会（ＷＥＢ）」再開のお知らせ

2
0
2
1
年
7
月
15
日
発
行

　すでに５月および６月の研修会は終了していますが、
７月以降の上半期の予定表もすでに組まれております
ので、施設の皆様方の参加をお待ちしています。

　２０２０年１月を最後に、新型コロナウイルス感染症
の拡大により中断していました施設参加型研修会を
２０２１年５月からオンライン形式で再開しています。

2021年 施設参加型研修会 上半期予定表

※今後の日程が決まりましたら当院ホームページに随時更新してまいります。ご確認を宜しくお願いします。

「介護施設で多発する皮膚損傷」
～ 介護者が、やってはいけないスキンテアの話 ～

「脳卒中ってなに？」
～ 基礎を知り、生活支援を通して予防する脳卒中 ～

2021年 ① 5月20日（木）

 ② 6月22日（火）

 ③ 7月21日（水）

 ④ 8月

 ⑤ 9月

実施予定日

研修済み

研修済み

研修テーマ 講　師

救急外来看護師

集中ケア看護 認定看護師

感染管理担当看護師
「新型コロナウイルス感染対策」
～ 対策の再確認と予防 ～

「高齢者施設での異常に気付ける観察ポイント」

「Beautiful Let’ｓ Start！」
～ やってみよう BLS !!～

小塙 隆広

新井 祐介師長

成田 剛

大谷 純子

脳卒中リハビリテーション看護 
認定看護師

皮膚排泄ケア看護 認定看護師

西山 奈津美

参加費 無料

腰痛に対するストレッチ
リハビリテーション科

面会制限と検温の実施について
来院された方へ

自動精算機を導入しました
医事課

２０２１年施設参加型研修会（ＷＥＢ）再開

病気の診断や治療の経過に受ける
Ｘ線検査は安全なの？？
放射線科

教えて 薬剤師さん
「ポリファーマシー」について正しく知ろう
薬剤科長　原 知斉

ＤＩＳＨ・びまん性特発性骨増殖症
脊髄脊椎外科・岡元彰平医師

S h i n k o m o n j i  H o s p i t a l

手には技術　頭には知識　患者には愛を
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通
常
背
骨
は
、
間
に
椎
間
板
と

い
う
軟
骨
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
ま
す
が
、

背
骨
ど
う
し
が
骨
化
や
石
灰
化
に

よ
り
、
く
っ
つ
い
て
一
体
化
し
て

し
ま
い
ま
す
。

靭帯

通常

背骨

椎間板石灰化または
骨化した靭帯

DISH

　
原
因
は
い
ま
だ
に
不
明
で
す
。

高
血
圧
・
糖
尿
病
な
ど
の
影
響
が

疑
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
体
の
曲
げ
伸
ば
し
な
ど
が
し
に

く
い
、
飲
み
込
み
や
呼
吸
が
し
に

く
い
な
ど
。
た
だ
し
、
症
状
に
乏

し
い
場
合
が
多
く
、
存
在
に
気
づ

か
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
々
あ

り
ま
す
。

D
I
S
H
と
は
？

原
因
と
症
状

久壽米木 亮
脊髄脊椎外科医長

髙橋 雄一

副院長 
兼 脊髄脊椎外科治療センター長
兼 脊髄脊椎外科主任部長

岡元 彰平
脊髄脊椎外科医師

疫  

学
症  

状

脊椎外科においての問題点

知念 将志
脊髄脊椎外科医師

手術前 手術後 

手術は、広い範囲での金属を使った固定が必要になります

DISHの問題点

●脊椎の可動域は50%程度になる

●脊椎不橈性により背部のこわばりが半数以上に生じる

●頚椎にまで骨増殖が及ぶと、嚥下障害や嗄声、 誤嚥性肺炎の原因になり得る

●外力が生じると、力が分散されないため、 比較的軽微な外傷でも骨折が生じる

●骨折で転位が生じやすく、神経症状も2～5倍発生しやすい

●変形性関節症の有病率が高く、通常生じないような肩や肘、足関節にも生じやすい

び
ま
ん
性
特
発
性
骨
増
殖
症

脊髄脊椎外科
治療センター

D
iffuse idiopathic skeletal hyperostosis

D
I
S
H

骨を折れにくくする

骨粗鬆症の
早期発見・早期治療

転ばないようにする

筋力を落とさないよう
運動をしましょう

手術について

症状を予防するには？

2Heart to HeartHeart to Heart3



　

２
０
２
１
年
２
月
よ
り
、
会
計（
精
算
）の

待
ち
時
間
の
解
消
を
目
的
と
し
て
、
新
た
に

「
診
療
費 

自
動
精
算
機
」を
導
入
し
、
精
算
か

ら
金
銭
の
授
受
、
領
収
書
や
明
細
書
の
発
行

ま
で
を
す
べ
て
自
動
化
し
ま
し
た
。

　

利
用
の
方
法
は
、
診
察
終
了
後
に
１
階
の

カ
ル
テ
返
却
口
で
カ
ル
テ
を
返
却
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
会
計
が
出
来
次
第
、
案
内
で
番

号
を
呼
ば
れ
る
と
同
時
に
前
面
の
パ
ネ
ル
に

番
号
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

精
算
機
で
の
支
払
い
方
法
は
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
の
画
面
と
音
声
案
内
に
従
っ
て
現
金
や
各

種
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
で
き
ま
す
ほ
か
、

従
来
通
り
窓
口
で
の
お
支
払
い
も
可
能
で
す
。

　

患
者
さ
ん
が
診
療
目
的
で
受
け

る
放
射
線
被
ば
く
は
、医
療
ひ
ば
く

と
呼
ば
れ
ま
す
。
一
方
で
、医
療
従

事
者
が
診
療
中
に
受
け
る
被
ば
く

に
つ
い
て
は
、職
業
被
ば
く
と
呼
ば

れ
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
診
療
目
的
で
受
け
る

程
度
の
放
射
線
は
危
険
な
も
の
な

の
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、患
者
さ
ん

が
１
回
に
受
け
る
線
量
に
比
べ
る

と
少
な
い
も
の
の
、医
療
従
事
者
の

職
業
被
ば
く
は
、職
業
に
従
事
し
続

け
る
限
り
低
線
量
で
も
長
期
間
浴

び
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、医
療
従
事
者
は
、法
律
で
定

め
ら
れ
た
線
量
限
度
を
超
え
な
い

よ
う
に
厳
重
に
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
が
、患
者
さ
ん
は
医
療
被
ば
く
か

ら
ど
の
よ
う
に
ま
も
ら
れ
て
い
る

か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

上
の
図
は
、日
常
生
活
の
中
で
受

け
る
自
然
放
射
線（
右
側
）と
、医
療

で
受
け
る
人
工
放
射
線
に
よ
る
医

療
被
ば
く
を
比
べ
た【
放
射
線
被
ば

く
の
早
見
図
】で
す
。
が
ん
治
療
以

外
の
診
療
目
的
の
検
査
で
は
、多
く

て
も
数
十m

S
v

（
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
）程
度
で
、１
０
０m

S
v

を
超
え

る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、胸
部
X
線
撮
影
程
度
で
あ
れ

ば
、航
空
機
で
東
京
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
間
を
往
復
し
た
と
き
に
受
け
る

線
量
よ
り
低
く
な
り
ま
す
。

　

次
の
図
は
、【
放
射
線
と
生
活
習

慣
に
よ
っ
て
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
】

を
比
べ
た
表
で
す
。
診
断
目
的
の

検
査
で
は
放
射
線
の
線
量
が
１
０

０m
S
v

を
超
え
る
こ
と
は
ま
ず
な

い
の
で
す
が（
表
の
左
側
の
青
い
部

分
）、生
活
習
慣
因
子
で
は（
表
の
左

側
の
黄
色
い
部
分
）、野
菜
不
足
や

受
動
喫
煙
で
さ
え
放
射
線
診
療
よ

り
が
ん
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ
て

お
り
、喫
煙
者
や
大
量
飲
酒
を
さ
れ

る
方
で
は
、放
射
線
診
療
よ
り
よ
っ

ぽ
ど
が
ん
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と

が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。

　

国
際
的
に
も
、医
療
被
ば
く
を
低

減
す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
国
内
に
お
い
て

も
、最
新
の
国
内
実
態
調
査
結
果
に

基
づ
く
診
断
参
考
レ
ベ
ル
が
策
定

さ
れ
、明
確
な
理
由
が
な
い
限
り
診

断
参
考
レ
ベ
ル
の
線
量
を
超
え
な

い
よ
う
に
、慎
重
に
撮
影
条
件
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
の
図
は
、

C
T
検
査
に
お
け
る
最
新
の
診
断

参
考
レ
ベ
ル
と
、当
院
の
実
際
の
検

査
で
使
用
さ
れ
た
実
績
を
比
較
し

て
い
ま
す
が
、基
準
よ
り
も
大
幅
に

低
い
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、実
効
線
量

も
１
０
０m

S
v

に
は
達
し
な
い
こ

と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
放
射
線

診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、医
師
や

診
療
放
射
線
技
師
は
日
々
研
鑽
を

積
ん
で
い
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、

い
つ
で
も
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

病
気
の
診
断
や
治
療
の
経
過
に
受
け
る
X
線
検
査
は
安
全
な
の
？
？

ま
た
、
従
来
、
起
き
て
い
た
会
計
に
関
わ
る

ミ
ス
や
ト
ラ
ブ
ル
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

操
作
方
法
な
ど
、
ご
不
明
な
点
や
ご
質
問

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
ご
遠
慮
な
く

お
近
く
の
担
当
ス
タ
ッ
フ
ま
で
お
声
か
け
下

さ
い
。 

（
医
事
課
）

放
射
線
量
の
管
理
は
？

日
常
生
活
と

医
療
現
場
で
の
比
較

放
射
線
は

が
ん
に
な
り
や
す
い
？

医
療
被
ば
く
低
減
へ
の

と
り
く
み

被
ば
く
の
種
類

自
動
精
算
機
を
導
入
し
ま
し
た

面会制限と検温の実施について
新型コロナウイルス感染拡大防止対策による

放
射
線
科

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
を
鑑
み
、

２
０
２
０
年
３
月
３
０
日
よ
り
面
会
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
を
感
染
か
ら
守
る
た
め
、引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

面会制限中
新型コロナウイルス
感染拡大防止対策の為
入院患者への面会を

とさせていただきます。

※付添いや説明等で院内へ入れるのは、
患者1名に付き家族2名となっています。

新小文字病院　院長

全面禁止

感染対策強化中
当院は下記の感染対策を
行なっています。

上記の取り組みにご協力いただけない場合、

があります。

ご理解、ご協力の程、宜しくお願い致します。

新小文字病院

入館をお断りすること

検温の実施
体調の確認

重  

要

イラン / ラムサール

宇宙から
約0.3mSv

大地から
約0.33mSv

ラドンなどの吸入
約0.48mSv

食物から
約0.99mSv

出典：放射線医学総合研究所資料を改変

放射線被ばくの早見図
人工放射線 自然放射線

がん治療
（治療部位のみの線量）

心臓カテーテル
（皮膚線量）

原子力や放射線を取り扱う
作業者の線量限度

CT検査/1回

胃のX線検診/1回

PET検査/1回

ICRP勧告における
一般の方の年間線量限度

胸部X線撮影
集団検診/1回

歯科撮影

高自然放射線地域における
大地からの年間線量

1人当たりの自然放射線
（年間約2.1ｍSv）日本平均

東京～ニューヨーク（往復）
（高度による宇宙線の増加）

一時的脱毛不妊

1000 mSv

10 Gy

1 Gy

100 mSv

10 mSv

1 mSv

0.1 mSv

0.01mSv

造血系の
機能低下

眼の水晶体
白濁

100 mSv/5年

がん死亡のリスクが
線量とともに徐々に
増えることが
明らかになっている

インド / ケララ、チェンナイ

放射線と生活習慣によってがんになるリスク

診断参考レベル(DRLs 2020)と
自施設の線量比較

 X線CT検査：成人CTの診断参考レベル

頭部単純ルーチン 1,350 798 1.7

胸部1相 510 381 5.3

胸部～骨盤1相 1,200 777 11.7

上腹部～骨盤1相 880 530 8.0

肝臓ダイナミック 2,000 1,644 24.7

診断参考レベル
DLP (mGy・cm)

自施設
DLP (mGy・cm)

実効線量
(mSv)

50 mSv/年

身の回りの放射線被ばく

出典：放射線リスクに関する基礎的情報

 1,000 ～ 2,000 1.8

 500 ～ 1,000 1.4

 200 ～ 500 1.19

 100 ～ 200 1.08

放射線の線量
[ミリシーベルト/短時間1回]

がんの相対リスク
［倍］

生活習慣因子

検出不可能

喫煙者
大量飲酒(毎日3合以上)

大量飲酒(毎日2合以上)

肥満 (BMI≧30)
やせ (BMI<19)
運動不足
高塩分食品

野菜不足
受動喫煙 (非喫煙女性)

100以下

1.6
1.6
1.4
1.22
1.29

1.15～1.19
1.11～1.15

1.06
1.02～1.03
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腰痛を予防するには？

② 腰とお尻のストレッチ

③ 腰のストレッチ

① 股関節のストレッチ

　「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」と
は

「poly(

多
く
の)

」+

「pharm
acy

（
薬
局
、調
剤
）」を
組
み
合
わ
せ
た

造
語
で
、多
く
の
薬
を
服
用
す
る
こ

と
に
よ
り
有
害
事
象
を
起
こ
す
こ

と
を
示
し
ま
す
。

　
高
齢
者
に
な
る
と
、多
く
の
薬
を

併
用
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

薬
が
増
え
る
と
、飲
み
忘
れ
、薬
物

同
士
の
相
互
作
用
や
副
作
用
の
よ

う
な
薬
物
有
害
事
象
、同
じ
効
果
・

種
類
の
薬
剤
の
重
複
投
与
な
ど
の

問
題
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、病
院
で
処
方
さ
れ
た
薬
だ

け
で
な
く
、市
販
薬
や
サ
プ
リ
メ
ン

ト
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
。
た
だ
、

こ
こ
で
間
違
え
て
は
い
け
な
い
の

は
単
に
薬
が
多
い
こ
と
が
悪
い
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
前
提
と
し
て
、必
要
な
薬
を
正
し

く
安
全
に
服
用
し
、し
っ
か
り
と
治

療
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
薬
が
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
、

医
師
・
薬
剤
師
な
ど
医
療
者
と
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分
で
判

断
し
て
薬
の
服
用
を
止
め
ず
に
、ぜ

ひ
医
療
者
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
薬
剤
師
も
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
か
か
り
つ
け

薬
局
は
、患
者
さ
ん
の
処
方
薬
を
一

元
に
管
理
し
服
薬
状
況
の
把
握
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
患
者
さ

ん
に
合
わ
せ
て
飲
み
や
す
い
よ
う

に
薬
を
一
包
化
し
た
り
、O
D
錠
な

ど
へ
の
剤
形
変
更
を
し
た
り
、併
用

薬
の
相
互
作
用
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
75
歳
以
上
の
高
齢
者
で
は

服
用
薬
剤
数
が
増
加
傾
向
で
す
。

多
く
の
薬
剤
を
服
用
す
る
こ
と
に

よ
り
薬
物
有
害
事
象
の
発
現
頻
度

は
上
昇
し
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
に

は
入
院
し
た
機
会
に
処
方
の
見
直

し
を
行
う
事
が
効
果
的
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
病
院
薬
剤
師

に
ご
相
談
下
さ
い
。

腰痛に対するストレッチ

長時間同じ姿勢でいる場合や運動不足などは
血流の流れが悪くなり腰痛につながる可能性があるため、
以下のストレッチをお試しください。

「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」に
つ
い
て
正
し
く
知
ろ
う

教えて
薬剤師

さん

薬
剤
科
長
　
原 

知
斉

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
っ
て
何
？

何
が
問
題
？

お
薬
と
上
手
に

つ
き
あ
う
に
は

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

解
消
の
た
め
に

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
へ
の

取
り
組
み

うつぶせの状態で
体を反らします。

座った状態で
足を組んで
体を前に
倒していきます。

20秒を2～3回 20秒を2～3回

寝た状態で
両足をお腹に
引き寄せます。

20秒を2～3回

健康のため正しい姿勢で過ごしましょう

悪い姿勢良い姿勢

腰を動かして痛みが増悪する場合、何もしていなくても痛みがある場合などは
1,2に該当する恐れがあるため
無理な運動はせずに病院に受診してください。

腰椎椎間板ヘルニアや
腰部脊柱管狭窄症などの
病気によるもの

長時間
同じ姿勢でいる仕事
運動不足
肥満
冷え性

解離性大動脈瘤など
の臓器に障害がある
場合

3

21

4ストレスや不眠
自律神経の障害

腰痛の原因
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